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令 和 5 年 度 年 間 授 業 計 画 東京都立南葛飾高等学校　定時制課程

教科 ・ 科 目 家庭科・家庭基礎 対象学年・組 ３学年１・２組

教 科 書 家庭基礎　自立・共生・創造（東京書
籍）

教科担任 吉本　未来・
副 教 材 等

指
導
目
標

・自らを大切にし、前向きに生きる力をつけさせる。
・自分自身の生活を振り返り、自立して生きていくために必要な知識・技能を習得させる。
・自らの生活を豊かにする力をつけさせる。

指　　導　　内　　容

１
学
期

衣生活をつくる　（被服製作実習）
これまで様々な家庭環境で生
活してきた生徒の実態を常に念
頭に置き指導する。

手縫いの基本を学び、ズボンや
スカートのすそのまつり縫い、ボ
タンつけ等自分で直せるように
する。安全に作業すること、物を
大切にすることを学ばせる。

社会の仕組みについて学び、
多様な人との関わりについて考
えさせる。

衣生活をつくる　（被服製作実習）

衣生活をつくる　（被服製作実習）

共に生き、共に支える　（社会保障・地域福祉）

２
学
期

食生活をつくる　（栄養素)

食生活が今後の人生におき、重
要となることを学ばせ、自らの食
事をどうすべきか考えさせる。

将来自立した大人になるための
食に関する基礎的な知識と技
術を習得させる。

食生活をつくる　（栄養素)

食生活をつくる　（バランスの良い献立作成）

食生活をつくる　（調理実習）

３
学
期

経済生活を営む　（家計管理・クレジット決済）

18歳成人の引き下げに伴い、賢
い消費者になるために騙されな
い・騙さない為に正しいお金の

知識を学ばせる。
経済生活を営む　（資産運用・消費者トラブル）

経済生活を営む（権利と責任・これからの消費生活）



評価の観点・
方法

授業や実習への取り組み
プリント・作品の提出
出欠状況・忘れ物等平常点を考慮する。


